
 

 

 

 

「中高生のための学会『サイエンスキャッスル』2018 九州大会」で「優秀賞」(２位)を受賞 

 １２月１６日（日）に、水俣市で「中高生のための学会『サ

イエンスキャッスル』２０１８九州大会」が開催されました。

九州・山口各県の高校等から、１２件の口頭発表と４４件の

ポスター発表がなされました。本校からは、サクラのアレロ

パシー物質について研究活動に取り組んでいる、科学部２年

生の西耕史君、1年生の瀬戸口智暉君、中島龍星君、舘川昭

光君、土橋周平君、髙丸佑月さん、江崎太陽君が参加し、「サ

クラの葉による発芽・成長抑制」のポスター発表で、２位に

あたる「優秀賞」を受賞しました。 

 

「リケジョプラットホーム in SAGA『文理選択を考えよう』」に参加しました 

 １２月２０日（木）に、本校を会場にして、佐賀大学ダイバーシティ推進

室主催による中学生対象の講座「リケジョプラットホーム in SAGA『文理選

択を考えよう』」が開催されました。中学２年生６０人が参加しました。講座

では、佐賀大学ダイバーシティ推進室 荒木薫 先生による「ダイバーシティ

入門講義」、大学生による講義、佐賀大学農学部 川添嘉徳 先生による「ＤＮ

Ａ抽出実験」等がありました。 

 

「数学オリンピック合同学習会」を開催しました 

１２月２２日（土）に、「数学オリンピック合同学習会」を実施しました。本校から１人、県内高校か

ら８人の計９人が参加しました。公益財団法人数学オリンピック財団 峰岸龍 先生に、数学オリンピッ

クの概要や問題の解法などについて講義いただきました。１月１４日（月）実施の数学オリンピックで

は、高校生４７人、中学生３６人の計８３人が受験しました。 

 

 

 

 

 

 

「九州大学アカデミックフェスティバル２０１８」に参加しました 

１２月２２日（土）に、九州大学伊都キャンパスで「九州大学アカデミックフェスティバル２０１８」

が開催されました。本校からは科学部が「サクラの葉による発芽・成長抑制」の研究を発表し、九州・

山口圏のＳＳＨ指定校やＳＧＨ指定校等の生徒と課題研究発表を通して相互に交流を深めました。 

新しい価値の創造に向けて挑戦する科学的人材の育成を目指して 
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生徒の感想 
●「約数についての知識を再構築する必要性を感じた。中国余剰定理については、あい
まいな理解をしていたので、知識を増築することができた。」 

●「自分の知っていた知識がどれだけ狭かったのかを感じさせられた。見方を一つ変化
させることで、見え方が１８０°以上変化しているのを自分で解いていて実感した。」 

●「楽しかったし、ちゃんと解けるようになりたいと思ったので、数学オリンピックの
過去問をたくさん解こうと思いました。学校の授業では使わないような頭を使ったし、
解説を聴いて理解するだけで精一杯でした。」 


